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　研究自由集会はヒト対象ビタミン研究の発展，研究
者の横のつながりを目指すもので，第 75回大会（2023
年）に第 1回を開催した．前例のない企画であったが，
松浦達也前会長からは理解のある温かいお言葉を賜
り，白川仁大会委員長もプログラムに余裕のない中で
ご配慮くださり，学会事務局からも，学会ホームペー
ジやプログラムへの掲載など，サポートを頂いた．「ヒ
ト対象研究に関心のある方」の参加をお願いしたとこ
ろ，ヒト対象研究者だけではなく，基礎研究者や企業
の方など，多彩なメンバーがご出席くださった 1）．第
76回大会（2024年）には内藤裕二大会委員長，今年度
の第 77回大会においても今井浩孝大会委員長のご高
配を頂いて，第 2回・第 3回を開催することができ，
毎回 30名近くの方にご参加頂いた．この間，日本ビ
タミン学会でも昨年度からヒューマンニュートリショ
ンアワードが設けられ，ヒト対象研究の重要性も少し
ずつ認識が高まっている機運にある．今年度はシンポ
ジウム 1「日本人の食事摂取基準」改定に際しての課題
とは？ビタミンを中心に考える」を題材に，参加者で
ディスカッションを行った．今回は，従来のプレゼン
テーションに引き続いて議論を行うというスタイルで
はなく，全くのフリートークの場としたところ，参加
者から多数の課題や疑問が挙げられた．今後のヒト対
象ビタミン研究に関して，示唆するところがありと考
え，その概要と質疑について報告する．

1．日本人の食事摂取基準の対象者（方向性）とは
健康の増進なのか疾患予防なのか，どの方向を目指
して策定が進められているのかがみえない．やはり，
明確な方針を立てて策定が進められるべきである．
（発表者より）栄養素によって，欠乏レベルの回避
に留まるものも一定数ある．また，健康増進となっ
た場合に，何をアウトカムとするのかが課題とな
る．また，食事摂取基準の策定期間が短いことも
あり，十分にすべての栄養素についてブラッシュ
アップできる状況にはなく，致し方なくこれまで
のエビデンスを引用せざるを得ないというのも否

めない状況である．

2．生体指標について
健康増進の観点でいくと，未病の状態，つまり潜
在的不足状態を明らかにすることが必要であり，
その役割を果たすのが生体指標である．
①日本人のデータが乏しい
　 健康診断の項目に入れ込むことができれば，単
なるデータ採取にとどまらず，ビタミンへの関
心を一般人に普及できる可能性もある．
②測定精度管理の必要性
　 測定法が異なると大きな誤差が生じることが明
らかである．大規模データを採取するためにも，
外的な測定精度管理を進める必要がある．

3．今後求められる研究等の課題
①データライブラリーの構築
　 これまでの策定で蓄積された論文の網羅的ライ
ブラリーを作ってほしい．諸外国のような形で
エビデンスレベルも付す形で公開してほしい．
②古い研究を引用する妥当性
　 食生活が多様化し，引用されているコホート研
究とは随分と食生活が異なっている．現代に
フィットしないデータを引用することが妥当で
あるとは思えない．
③国内在住の外国人への対応
　 日本にも外国人が以前より多くなっており，日
本人だけを対象とした基準で良いのかも考える
時期ではないか．
④食事調査法の問題
　 大規模コホート研究の多くには，食物摂取頻度
法（ ）が用いられているが，この方法では摂
取量の絶対値は与えられない．秤量記録法ない
しは 24時間思い出し法が摂取絶対値を与える方
法である．しかし，秤量記録法は一般の方には
かなりの負担を強いることになる．そこで，栄
養士会会員及びその家族に秤量食事調査および
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健康診断の結果などを収集に協力を仰ぎ，管理
栄養士を対象にした日本人の食と健康疫学調査
の実施が必要と提案された．
　 また，秤量記録法の難しさは明らかであり，食
事調査を新しい技術の利用やオンライン化など
を図る必要があると提案された．
⑤国民への啓発活動
　 日本人の食事摂取基準が策定されても，なかなか
一般には普及しない．何をどれだけ食べればよい
のかを，誰もが分かる形で広める取り組みも行う
べきである．また，日本食が諸外国よりも優れて
いるという思い込みが蔓延しているが，実際には
中国や韓国，アメリカの方が日本人よりも野菜摂
取量が多いという報告もある．そのような事実を
つまびらかにし，国民自身が健康増進に取り組む
きっかけを与えていくことも必要である．

4．研究費の獲得について
栄養研究には国の大型の研究資金が獲得しにくい
状況にある．しかし，今後は学会主導の形で大型
研究費を獲得し，食事調査と生体指標がそろった
栄養学研究を進めていくことも重要である．
経産省などは額面の大きな研究課題を持っている
が，方向性の自由度が低いという話もある．しかし，
自らが研究計画をし，厚労省などに直接話を持ち
込むようなはたらきかけも必要である．

5． 日本ビタミン学会から提言する望ましいビタミン
摂取量の作成（日本人の食事摂取基準とは異なるコ
ンセプトの推奨量）
日本人の食事摂取基準はあくまでも通常の食事か
ら摂取できる量がベースとなっている．しかし，耐
容上限量よりははるかに低い値であるが，通常の
食事からは摂取しにくい量で疾患予防に有効性が
みられるようなこともある．そのような研究も対象
とした日本ビタミン学会独自の「望ましいビタミン
摂取量」などを作成してはどうか（主として業界の
方からのご意見）．栄養機能表示なども，あくまで
も食事で不足する分を補うという日本人の食事摂
取基準の考えに縛られている．しかし，安全性が
担保された量の中ではあるものの，食事で摂るに
は非現実的（例えば目的とするビタミンを通常の食
品で摂取するには，目的の栄養素以外の栄養素，
エネルギーを必要以上に摂取すること）な摂取量が
望ましいということも十分ある．日本人の食事摂取
基準のコンセプト，また，社会での位置づけ（例：

給食管理の基準としての役割）とは異なる積極的な
疾患予防のための「望ましいビタミン摂取量」を学
会主導で提言する意義がある可能性もある．

　いずれも通常のシンポジウムの質疑応答では議論で
きないような，しかし極めて重要な内容についての
ディスカッションがなされた．日本人の食事摂取基準
を軸に展開するとしていたが，日本人の食事摂取基準
に止まらずヒト対象の栄養学をどのように進めていく
べきか，どのように社会に還元していくべきかといっ
た栄養学研究の本質的な課題に迫る内容であった．興
味深いのは研究，臨床，企業のそれぞれの立場での考
えを交わせたことである．会の終了後に，参加者同士
で活発なやり取りがされており，この会をきっかけに
新たな一歩が踏み出されることが期待される．
　本研究会は引き続きの開催も予定しているが，実際
に新たなプロジェクトが始動できるような仕組みづく
りも検討する必要があると思われる．是非とも本学会
の皆さまのご意見も反映させながら新たな展開を図れ
ればと思う次第である．
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